
大阪市保健所 新型コロナウイルス感染症対策の９月体制強化について

 検査数の増や今後の感染拡大に備えるため、コロナ対策の専門グループの体制を倍増。

 各業務チームについて、課長級職員をチームリーダーに位置づけ、進捗管理を強化。

感染症グループ
結核グループ

：53名

【感染症対策課計101名 】

感染症グループ
結核グループ

新型コロナウイルス感染症対策グループ：51名
〇感染症対策調整担当課長 1名
〇課長級専門職 2名

新型コロナ受診相談センター：23名
(専門人材派遣の増員)

増14名

5チーム
48名

新型コロナ受診相談センター：23名
（専門人材派遣を状況に応じて対応）

：50名

【感染症対策課計53(+34)名】

■企画チーム（全体調整・データ管理等） 9名

■疫学調査等チーム（健康観察含む） 15名

■PCR検査受診等調整チーム 13名

■入院・宿泊療養等調整チーム 8名

■医師チーム（全体指導・医療機関調整） 3名

＋

新型コロナ受診相談センター：28名
（専門人材派遣を状況に応じて対応）

感染症グループ
結核グループ

新型コロナウイルス感染症対策グループ：102名
〇感染症対策調整担当課長 1名

〇課長級専門職 4名

■企画チーム（全体調整・データ管理等）
《リーダー：感染症対策調整担当課長》

24名
《1》

■疫学調査等チーム（健康観察含む）
《リーダー：保健主幹》

29名
《1》

■PCR検査受診等調整チーム
《リーダー：保健主幹》

30名
《1》

■入院・宿泊療養等調整チーム
《リーダー：保健主幹》

15名
《1》

■医師チーム（全体指導・医療機関調整）
《リーダー：医務主幹》

4名
《1》

増51名

：50名

【感染症対策課計152名】

5チーム
102名

当初体制（～5/17）
・局内外出張応援により対応

５月体制強化（5/18～）
・コロナ対策の専門グループを新設
・グループ内に5つの業務チームを編成

９月体制強化（9/9～）
・専門グループの体制を倍増
・課長級職員をチームリーダーに位置づけ、進捗管理を強化

局内外出張応援：34名

課長級
含まず

各チーム
課長級
含む

※９月の体制強化に関する付記
・表中《》は課長数で内数。
・専門グループの増員は、本務職員に加えて臨時的任用職員を活用。
・専門グループの職種は、医師、保健師、監視員、事務職等で構成。
・受診相談センターは、民間人材派遣による医師及び看護師で構成。

大阪市健康局 2020年9月

：課長級3名
：課長級5名


